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(57)【要約】
【課題】　
【解決手段】　プーリー（11）、遊星歯車機構（12）、
摩擦ホイール（13）及びサスペンション・スピンドル（
14）からなるドライブユニット（1）、ファン昇圧ユニ
ット（2）及び冷却ユニットを含み、遊星歯車機構があ
る高ドライブ比のサスペンションシャフトの遠心過給機
。その中、遊星歯車機構（12）はギアボックス（203）
にある太陽歯車（201）及び遊星歯車（202）の3つを含
み、太陽歯車（201）はプーリー（11）と同軸で取り付
けられ、同時に回転し、遊星歯車（202）の3つは120度
で対称に太陽歯車の周りにあり、太陽歯車とエンゲージ
メント及びフォローを保ち、摩擦ホイール（13）は密封
箱（131）にある摩擦ホイールを含み、遊星歯車（202）
に対応して同軸で設置され、サスペンション・スピンド
ル（14）は摩擦ホイールの表面と接触摩擦を形成し、摩
擦ホイールに駆動されて一同に回転し、冷却ユニットは
ギアボックス及び密封箱の内部にある高温潤滑油を汲み
出し、冷却させてから返させる。この過給機は機械全体
のドライブ精度及び増速比を向上させる同時に、耐用期
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライブユニット、ファン昇圧ユニット及び冷却ユニットを含み、遊星歯車機構及び下
記の特徴がある高ドライブ比のサスペンションシャフトの遠心過給機。
　前記のドライブユニット（1）はプーリー（11）、遊星歯車機構（12）、摩擦ホイール
（13）及びサスペンション・スピンドル（14）からなる。その中、プーリー（11）はドラ
イブ・ベルトにより発動機と直接に連結し、駆動され、遊星歯車機構（2）共にギアボッ
クス（203）にある太陽歯車（201）及び遊星歯車（202）の3つを含み、当該太陽歯車（20
1）は前記のギアボックス（203）を貫通して前記のプーリー（11）と同軸で取り付けられ
、一同に回転し、遊星歯車（202）の3つが各々ドライブ・シャフト（204）により120度で
対称して前記の太陽歯車（201）の周りにあり、太陽歯車とエンゲージメント及びローを
保ち、摩擦ホイール（13）は共に密封箱（131）にある摩擦ホイールの3組を含む。摩擦ホ
イールの3組は前記の遊星歯車（202）に対応して各々同軸で前記のドライブ・シャフト（
204）にあり、一番目の同じ平面にある前摩擦ホイール及び二番目の同じ平面にある後摩
擦ホイールに分けられ、サスペンション・スピンドル（14）はその前後端でそれぞれ前記
の前摩擦ホイール及び後摩擦ホイールの表面と接触摩擦を形成し、摩擦ホイールの3つは1
20°で摩擦リングの6つの外径を支持点として共にサスペンション・スピンドルを支持し
、一同に回転するようにそれを駆動する。なお、前記のギアボックス（203）と前記の密
封箱（131）は一体に結合し、内腔が通じ合っていて潤滑油が注入されている。
　前記のファン昇圧ユニット（2）はキャビネット（21）、キャビネット（21）にある軸
方向のイントレット（22）と半径方向のアウトレット（23）、及びキャビネット（21）の
内部にある遠心羽根車グループ（24）と軸方向の羽根車グループ（25）を含む。その中、
遠心羽根車グループ（25）と軸方向の羽根車グループ（24）は相次ぎに前記のサスペンシ
ョン・スピンドル（14）の尾部に嵌められていて、それによりそのサスペンション・スピ
ンドルに駆動されて回転し、気流が軸方向のイントレット（22）から加速して半径方向の
アウトレット（23）へ流れるようにし、昇圧の機能を発揮する。
　前記の冷却ユニットはギアポンプ及び油冷却器を含む。その中、ギアポンプは前記のギ
アボックスに内蔵し、前記の太陽歯車、遊星歯車、摩擦ホイール及びサスペンション・ス
ピンドルの回転により温度が高くなっている潤滑油を前記の油冷却器に汲み出す。油冷却
器は潤滑油を冷却して前記の密封箱（131）に戻させるようにする。
【請求項２】
　ホイールコア（1321）はその中央で前記のドライブ・シャフト（204）に嵌め、表の円
周方向に沿って対称に表に突出する1番目の歯の複数があり、弾性ゴムリング（1322）の
裏に前記の1番目の歯と協力する裏歯溝の複数があり、それによりホイールコア（1321）
に付けられ、ホイールセット（1323）の裏に円周方向に沿って裏に突出する2番目の歯の
複数があり、弾性ゴムリング（1322）の表にも前記の2番目の歯と協力する表歯溝の複数
があり、それによりホイールセット（1323）との取付けを行う。なお、前記の1番目の歯
及び2番目の歯は構成が同じであり、互いに交差して対称に分布している。
　前記の各摩擦ホイール（132）にとって、裏から表まで相次ぎにホイールコア（1321）
、弾性ゴムリング（1322）及びホイールセット（1323）を含むことを特徴とする請求項1
に記載のサスペンションシャフトの遠心過給機。
【請求項３】
　前記の太陽歯車（201）と遊星歯車（202）との間の歯数比が1：1.5、前記の摩擦ホイー
ル（132）の直径とサスペンション・スピンドル（14）との間の直径比が1：4.456に設定
され、総ドライブ比が6.68であることを特徴とする請求項1または2に記載のサスペンショ
ンシャフトの遠心過給機。
【請求項４】
　前記のギアポンプが電動オイルポンプに替えられ、前記のギアボックス（203）の表に
取り付けられてもいいことを特徴とする請求項1～3のいずれかに記載のサスペンションシ
ャフトの遠心過給機。
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【請求項５】
　前記のホイールコア（1321）がアルミ合金製、前記の弾性ゴムリング（1322）が水素化
ニトリルのような広い温度係数幅及び少ない圧縮変形の素材製、前記のホイールセット（
1323）が軸受鋼製であることを特徴とする請求項1～4のいずれかに記載のサスペンション
シャフトの遠心過給機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内燃発動機部品関係の技術、更に具体的に、遊星歯車機構のある高ドライブ比
のサスペンションシャフトの遠心過給機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃発動機の効率及び出力を向上するために、空気がシリンダーに入るまで過給機で圧
縮されるのは普通である。それにより、同じシリンダー体積で燃料の燃焼に更に多く空気
を吸い込み、出力の向上に達成できる。
【０００３】
　従来の発動機過給機は機械による過給及びタービンによる過給などの区分がある。その
中、機械による過給は遠心型機械による過給、螺旋型過給及びルッツ型機械による過給な
どを含み、直接に発動機で過給機を駆動し、高密度の空気をシリンダーに送り込んで発動
機の出力を向上できるので、動作が信頼でき、リニア追従性がよく、発動機の低速運転の
場合に動作が優れたが、高速運転の場合に過給の効果が望ましくなく、騒音が大きすぎた
ものである。
【０００４】
　本発明者は2010年に請求した特許CN101010593788.3で摩擦ホイール高速サスペンション
シャフトの遠心過給機を提出した。その中、新規サスペンション・スピンドル及び関係の
摩擦ホイールの構成の設計により回転数が向上しがたく、体積が大きく、効率が低いとい
う従来の機械型過給機の課題を解決した同時に、構成が簡単であり、製造しやすい。しか
しながら、その後の数年にわたる利用及び実測によると、その遠心過給機に下記の解決し
なければいけない課題がある。
【０００５】
　１）その第1段のドライブでプーリーの3つで発動機の動力を摩擦ホイールに伝えるが、
荷重をかけると力を受けないプーリーがあるので、そのプーリーと摩擦ホイールとの間の
荷重がゼロとなり、中心軸の滑り率の向上及び伝動効率の低下の原因となる。
【０００６】
　２）ドライブに複数のプーリーが必要であるので、発動機に搭載する場合に搭載箇所が
大いに制限され、設計でも取付けでも困難である。
【０００７】
　３）主な部品として、その遠心過給機の摩擦ホイールはホイールコア、ゴムリング、鋼
製ホイールセット及び磁気リングからなるが、ベンチ試験によると、回転中にゴムリング
が同時に回転圧力及び円周引張力を受けるので、長期間に運転してから高周波数の耐圧力
及び引張力が恢復しがたい歪みないし断裂の原因となり、中心軸及び摩擦ホイールの周期
的滑りまたは過給システム全体の失効として現れる。これは回転数が向上してから特に顕
著に現れる。
【０００８】
　４）従来、ファンで摩擦ホイールの冷却を行う。これは過給機のドライブ効率が低中段
ある場合に適切であるが、ドライブ効率が高く向上する場合、冷却の効果が有限であり、
ファンの出力の向上だけで冷却の効果を保証でき、全体の荷重が向上する同時に、システ
ムの騒音も顕著に大きくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　従来の技術の前記の欠陥または改善上の需要に鑑みて、本発明は遊星歯車機構のある高
ドライブ比のサスペンションシャフトの遠心過給機を提供する。その中、その全体上の構
成、ドライブの過程及びドライブユニット、摩擦ホイール及び冷却ユニットのような複数
の主要部品の構成及び素の設置方式に対する改善により発動機の出力及びトルクを向上で
きる上、高速運転になっても顕著に全体上のドライブ精度及び増速比を向上でき、耐用期
間が長く、搭載しやすく、放熱性能がよく、騒音が低いので、特に排気量の小さい様々な
自家用車及びファーム車に適する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の目的に達成するために、本発明ではドライブユニット、ファン昇圧ユニット及び
冷却ユニットを含み、遊星歯車機構及び下記の特徴がある高ドライブ比のサスペンション
シャフトの遠心過給機を提供する。
【００１１】
　前記のドライブユニットはプーリー、遊星歯車機構、摩擦ホイール及びサスペンション
・スピンドルからなる。その中、プーリーはドライブ・ベルトにより発動機と直接に連結
し、駆動され、遊星歯車機構は共にギアボックスにある太陽歯車及び遊星歯車の3つを含
む。当該太陽歯車は前記のギアボックスを貫通して前記のプーリーと同軸で取り付けられ
、一同に回転し、遊星歯車の3つが各々ドライブ・シャフトにより対称して前記の太陽歯
車の周りに設置されていて、太陽歯車とエンゲージメント及びローを保ち、摩擦ホイール
は共に密封箱にある摩擦ホイールの3組を含む。摩擦ホイールの3組は前記の遊星歯車に対
応して各々同軸で前記のドライブ・シャフトにあり、一番目の同じ平面にある前摩擦ホイ
ール及び二番目の同じ平面にある後摩擦ホイールに分けられ、サスペンション・スピンド
ルはその前後端でそれぞれ前記の前摩擦ホイール及び後摩擦ホイールの表面と接触摩擦を
形成し、摩擦ホイールの3つ及び摩擦リングの6つの外径を支持点として共にサスペンショ
ン・スピンドルを支持し、一同に回転するようにそれを駆動する。なお、前記のギアボッ
クスと前記の密封箱は一体に結合し、内腔が通じ合っていて潤滑油（軽質潤滑油など）が
注入されている。
【００１２】
　前記のファン昇圧ユニットはキャビネット、キャビネットにある軸方向のイントレット
と半径方向のアウトレット、及びキャビネットの内部にある遠心羽根車グループと軸方向
の羽根車グループを含む。その中、遠心羽根車グループと軸方向の羽根車グループは相次
ぎに前記のサスペンション・スピンドルの尾部に嵌められていて、それによりそのサスペ
ンション・スピンドルに駆動されて回転し、気流が軸方向のイントレットから加速して半
径方向のアウトレットへ流れるようにし、昇圧の機能を発揮する。
【００１３】
　前記の冷却ユニットはギアポンプ及び油冷却器を含む。その中、ギアポンプは前記のギ
アボックスに内蔵し、前記の太陽歯車、遊星歯車、摩擦ホイール及びサスペンション・ス
ピンドルの回転により温度が高くなっている潤滑油を前記の油冷却器に汲み出す。油冷却
器は潤滑油を冷却して前記の密封箱に戻させるようにする。冷却潤滑油の回路に電動ポン
プを搭載して油が循環して流れるようにしてもいい。
【００１４】
　前記の通りに、遊星歯車機構でドライブシステムを構築するので、効果的にゼロ荷重の
発生を避け、更に伝動システム全体の精度及び効率を向上でき、特に速度の1段を追加で
き、即ちプーリー-太陽歯車、太陽歯車-衛星歯車及び摩擦ホイール-サスペンション・ス
ピンドルによる三段の増速システムを形成し、顕著に従来の十分ではない増速比を改善し
、運転が高速段に達しても過給効果が望ましい。それに、複数のプーリーが不要となるの
で、太陽歯車の歯車軸がギアボックスを貫通し、軸にドライブ・ベルトを取り付けるだけ
でプーリー及び発動機の動力部との連結に達成でき、搭載箇所の設計が困難である課題が
なくなる同時に、摩擦ホイール回転数のずれも解決された。なお、ギアボックス及び密封
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箱の一括設計により、各軸、ホイール及び歯車の間の複数の接触に良好な潤滑を提供する
同時に、充分に冷却効果に達成できる。実測によると、この過給機は全体的性能が従来の
製品より大いに向上し、主軸の回転数最大値が72000R/分から100000R/分以上に向上し、
ベンチ連続変速測定で1000時間の連続稼働時間が3000時間以上に向上し、装置全体の摩擦
騒音が顕著に低下した。
【００１５】
　更に、前記の各摩擦ホイールにとって、裏から表まで相次ぎにホイールコア、弾性ゴム
リング及びホイールセットを含む。その中、ホイールコアはその中央で前記のドライブ・
シャフトに嵌め、表の円周方向に沿って対称に表に突出する1番目の歯の複数があり、弾
性ゴムリングの裏に前記の1番目の歯と協力する裏歯溝の複数があり、それによりホイー
ルコアに付けられ、ホイールセットの裏に円周方向に沿って裏に突出する2番目の歯の複
数があり、弾性ゴムリングの表にも前記の2番目の歯と協力する表歯溝の複数があり、そ
れによりホイールセットとの取付けを行う。なお、前記の1番目の歯、2番目の歯は構成が
同じであり、互いに交差して対称に分布している。
【００１６】
　摩擦ホイールの具体的な構成に関する前記の設計により、組立が完成してから、弾性ゴ
ムリングは膨潤力があり、裏、表歯溝により更にホイールコア及びホイールセットとの精
密な嵌め合い及びドライブ精度を確保する。回転の場合、1番目の歯が弾性ゴムリングを
押し、ゴムリング表歯溝が続いて2番目の歯を駆動して、摩擦ホイールが連続してドライ
ブ・シャフトに沿って安定に回転するようにし、回転の全過程にゴムリングが主に半径方
向の円周の押出し圧力を受け、引張力を受けることがほとんどないので、極高速運転（90
000R/分など）の場合にも中心軸及び摩擦ホイールの周期的滑りまたは過給システムの失
効が発生することがない。それと同時に、構成の信頼性及び耐用期間が顕著に向上するの
で、頻繁に高速回転が必要である場合にとって特に重要である。
【００１７】
　更に、前記の太陽歯車と遊星歯車との間の歯数比が1：1.5、前記の摩擦ホイールの直径
とサスペンション・スピンドルとの間の直径比が1：4.456に設計され、総ドライブ比が6.
68である。
【００１８】
　三段増速ドライブで設計する場合、ドライブシステムの主な仕様が最終に取得できる過
給効果に同様に重要であるので、本発明では発動機応用の特徴に応じて歯車及び摩擦ホイ
ールなどの仕様を前記のパラメータに特定するので、プーリーが1周りに回転して6.68周
りに回転するようにサスペンション・スピンドルを駆動する。それと同時に、ファン羽根
車グループの回転数を6.68倍に向上する。多くの対比測定によると、この増速比により高
速段でも満足的な過給効果を提供できる同時に、長期間の持続的稼働の信頼性及び伝動効
率も確保できる。
【００１９】
　更に、前記のギアポンプはオイルポンプに交換してギアボックスの外部に搭載できる。
【００２０】
　更に、前記のホイールコアがアルミ合金製ホイールコア、前記の弾性ゴムリングの素材
が水素化ニトリルゴムのような温度幅の広い素材、前記のホイールセットが軸受鋼製であ
る。
【００２１】
　全体として、従来の技術より、本発明による前記の技術案は技術上の長所が主に次の通
りである。
【００２２】
　１．ドライブシステムの部品、構成及び設置方式に関する設計により三段の効率向上の
激励を取得し、従来の過給機のゼロ荷重の現象を克服し、効果的に利得比及び伝動効率の
ボトルネック課題できる。測定によると、その最高回転数が100000R/分以上に達成できる
。それと同時に、発動機に搭載にすること関する設計に便利であり、特に高速段の過給効



(6) JP 2017-534012 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

果を顕著に改善した。
【００２３】
　２．摩擦ホイールの具体的な構成に対する改善により、コストの高い磁気リング部品が
不要となり、製造が容易になった。なお、長い耐用期間にあっても、摩擦ホイールも支持
及びドライブで良好に役に立ち、周期的滑り及び断裂のおそれがないので、ドライブシス
テムの回転精度が向上する同時に、信頼性及び耐用期間の向上にも役に立つ。
【００２４】
　３．測定によると、ギアボックス、密封箱及び冷却システムに対する設計により、良好
な潤滑を提供する同時に、充分に冷却効果を取得でき、ベンチ連続変速の測定結果による
と、連続的稼働時間が従来の製品の1000時間から3000時間以上に向上できる。この一括設
計ではコンパクト、適切な取付けフレームも提供し、装置全体の摩擦騒音が顕著に低下し
た。
【００２５】
　４．本発明によるサスペンションシャフトの遠心過給機は全体の構成がコンパクトであ
り、立ち上げ及び取付けに便利であり、ドライブ比が高く、長期間に使用しても安全であ
り、信頼でき、装置全体の騒音が低く、高速段にあっても満足的な過給効果を提供できる
ので、特に排気量1.0L～2.0L（例えば1.2L或は1.6L）の小排気量の車、及び高原、山地な
どのための各種の自家用車またはファーム車に適する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明による遠心過給機の全体の構成及びレイアウト
【図２】図1のドライブシステムの構成端面図
【図３】図1の摩擦ホイールの構成の断面図
【図４】サスペンションシャフと摩擦ホイールの間のドライブ過程を示す構成図
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　次に、図及び実例と結び合わせて本発明について詳しく説明する。ちなみに、ここの実
例が本発明について説明するためのものだけであり、本発明を限定するものではない。な
お、本発明に関する下記の各実施方式に関する技術上の特徴は対立しない限り相互に組み
合うことができる。
【００２８】
　図1は本発明による遠心過給機の全体の構成及レイアウト図である。図1の通りに、当該
遠心過給機は主にドライブユニット1、ファン昇圧ユニット2及び冷却ユニット3などの機
能ユニットを含む。その中、従来の機械型過給機の各種課題について、同時に、本発明者
のこの前の製品の応用実践及びベンチの測定結果（詳細は「背景技術」を参照すること）
を参照して当該機能部品の構成及びその設置方式を検討し、装置全体の増速比の向上、高
速段の過給効果の確保、騒音降下、全体的性能の改善及び長期使用の場合の信頼性などの
目的に達成するようにする。
【００２９】
　具体的に、図1及び2の通りに、前記のドライブユニット1はプーリー11、遊星歯車機構1
2、摩擦ホイール組13及びサスペンション・スピンドル14からなる。例として、プーリー1
1はドライブ・ベルトにより発動機の動力部と直接に連結して駆動の動力を取得する。本
発明による重要な改善の一つとして、遊星歯車機構12は共にギアボックス203にある太陽
歯車201及び遊星歯車202の3つを含む。当該太陽歯車201は直径が長く、一同に回転するよ
うに、その一端（図1の中の左端）が直接にギアボックス203を貫通し、プーリー11と同軸
でドライブ・シャフト取り付けられ、遊星歯車202の3つは構成が同じであり、直径が短く
、それぞれ自体のドライブ・シャフト204及びその関係の遊星キャリアにより対称に太陽
歯車201の周りに設置され、太陽歯車201とエンゲージメントを保つ。それにより、大歯車
が回転する場合にそれとエンゲージメントする小歯車の3つを駆動して同期に回転する。
例として、摩擦ホイール組13は3組を含み、各組の数量を摩擦ホイールの2つにしてそれぞ
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れ前後に設置してもいい（もちろん、各組に更に多くの摩擦ホイールを含んでもいい。本
発明でドライブ効率と構成のコンパクトさとの間のバランスを考えて前後配置の二重摩擦
ホイールの形式にした。なお、優先して各摩擦ホイールをサスペンションシャフの半径方
向の120度で配置する）。摩擦ホイール組13のすべての摩擦ホイール132が密封箱131、即
ち摩擦ホイール箱の内部にあり、且つ各組の摩擦ホイールがそれぞれ遊星歯車の1つに対
応し、同軸を保ってドライブ・シャフト204にあるので、遊星歯車同期に回転する場合に
同一の軸に固定された摩擦ホイールの一組を駆動して回転させる。なお、図4の通りに、
この摩擦ホイールの三組で、ドライブ・シャフトの前端にある摩擦ホイールが共に同一の
平面にあるので、回転する場合に運動軌跡も同一の平面にあり、前摩擦ホイールの3つの
中心点の連結線が優先して正三角形を形成し、ホイールの3つの縁部が支持点の3つとして
共にサスペンション・スピンドルの前端を支持し、摩擦接触によりそれを駆動して回転さ
せる。前記の摩擦ホイールの三組で、ドライブ・シャフトの後端にある摩擦ホイールが同
様に他の同一の平面で保ち、前記と同じ方式でサスペンション・スピンドルの後端を支持
し、前摩擦ホイールと共同して働いてドライブの過程を実行する。サスペンション・スピ
ンドル14はその前後端でそれぞれ前摩擦ホイールの3つ及び後摩擦ホイールの3つの表面と
接触摩擦を形成するので、軸受がなくても同期の高速回転を実行できる。
【００３０】
　それにより、ドライブシステムにプーリーの3つが不要となるので、効果的にプーリー
と摩擦ホイールとの間の高すぎたゼロ荷重及び滑り率の課題を解決できる上、発動機への
搭載にも非常に便利であり。これは従来の各種の車における装置改造及び製品適用性の拡
大に対しても非常に重要である。特に、ギアボックスに増速の1段を添加したので、全体
的増速比が顕著に向上した。太陽歯車と遊星歯車の歯数比が1：1.5、摩擦ホイールとサス
ペンション・スピンドルとの直径比が1：4.456という優先のドライブパラメータを例にす
ると、過給機の回転数比が6.68倍、発動機の主軸プーリーから過給機プーリーまでの増速
比が1：2.5となるので、総ドライブ比が16.7倍となり、プーリーがホイールの1つを駆動
すると、6.68周りに回転するようにサスペンション・スピンドルを駆動でき、サスペンシ
ョン・スピンドルにあるファン羽根車グループ回転数同時に16.7倍に向上しているので、
ファン昇圧ユニットからの気流の増速が更に速くなり、圧力が向上し、気流が大きくなる
ので、稼働効率及び過給効果が大いに改善される。
【００３１】
　ファン昇圧ユニット2はキャビネット21、キャビネット21にある軸方向のイントレット2
2と半径方向のアウトレット23、及びキャビネット21の内部にある遠心羽根車グループ24
と軸方向の羽根車グループ25を含むことができる上、軸方向の空気通路、羽根車室及び棚
なども設置できる。その中、遠心羽根車グループ24と軸方向の羽根車グループ25は相次ぎ
にサスペンション・スピンドル14の尾部（図1で右端に表示される）に嵌められていて、
それによりそのサスペンション・スピンドルに駆動されて同期回転を行い、気流が軸方向
のイントレット22から加速して半径方向のアウトレット23に流れるようにして過給機能を
発揮する。
【００３２】
　本発明による重要な改善のもう一つとして、ギアボックス203と密封箱131がつながって
いて一括設計され、二者の内腔が通じ合っていて潤滑油が注入されている。その協力措置
として、本発明では冷却及び降温のための冷却ユニットも設置する。当該冷却ユニットは
ギアポンプ及び油冷却器などを含む。その中、ギアポンプは直接にギアボックスに内蔵さ
れた一部の歯車ユニットを利用でき、太陽歯車201、遊星歯車202、摩擦ホイール132及び
サスペンション・スピンドル14の間の高速回転により温度が向上した潤滑オイルを汲み出
し、油冷却器に送って降温処理を行い、密封箱131に返す。なお、ギアポンプで外部の電
動オイルポンプを代替して更に機器の体積を小さくし、構成のコンパクトさを向上しても
いい。
【００３３】
　前記の通りに設計を行ったのは、ドライブユニットでの摩擦力が直接に装置全体の負荷
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力及びドライブ効率に影響を及ぼすことを考えたからである。従来の通りに潤滑脂または
ファンで冷却を行う場合、中低回転数の場合に適用するが、ドライブ効率が所定の程度に
達してから、冷却効果が非常に有限的になり、ファン出力の向上がシステム騒音の迅速的
な悪化につながる。よって、本発明で摩擦ホイール箱を密封体にし、ギアボックスと一体
化の組合せ設計を行い、通じている腔に潤滑油を注入する。それにより複数の歯車、摩擦
ホイール、ドライブ・シャフト、軸受及びサスペンション・スピンドルなどに充分に潤滑
を提供できる上、騒音の向上がないで良好な冷却効果を提供することも確保できる。前記
の全体上の構成設計により、本発明による遠心過給機は主軸の回転数の最大値が72000R/
分から100000R/分以上に向上できる。なお、ベンチ連続変速の測定結果によると、連続的
稼働時間が従来の製品の1000時間から3000時間以上に向上できるので、実際な応用上の価
値が更に高い。
【００３４】
　図3は本発明による新型摩擦ホイールの構成の断面図である。本発明のもう一つの重要
な性改善として、この摩擦ホイールは最大回転数の向上及び回転精度と長期間運転の信頼
性の確保などに対して同様に重要な働きを発揮している。
【００３５】
　具体的に、例として、各摩擦ホイール132裏から表まで相次ぎにアルミホイールのため
のホイールコア1321、弾性ゴムリング1322及びホイールセット1323を含む。その中、ホイ
ールコアはその中央で各ドライブ・シャフト204に嵌められて遊星歯車と同軸を保ち、表
の円周方向に沿って対称に表に突出する1番目の歯の複数があり、弾性ゴムリング1322の
裏に1番目の歯と協力する裏歯溝の複数があり、それによりしっかり吻合してホイールコ
アに付けられ、ホイールセット1323の裏に円周方向に沿って裏に突出する2番目の歯の複
数があり、弾性ゴムリング1322の外表面に同様に2番目の歯と協力する表歯溝の複数があ
り、それによりホイールセットとの取付けを行う。なお、前記の1番目の歯、2番目の歯は
構成が同じであり、互いに交差して対称に分布している。
【００３６】
　摩擦ホイールの構成に関する前記の設計により、組立が完成してから、ゴムリングに膨
潤力があり、且つ1番目の歯及び2番目の歯とずらして嵌め合う裏表の歯溝があるので、ホ
イールコア及びホイールセットとの精密な嵌め合い及びドライブ精度が更に確保される。
アルミホイールが回転する場合、アルミホイール歯がゴム部品押し、ゴム部品の歯溝が摩
擦リング歯、摩擦リングが中心軸を駆動して回転させる。この場合、ゴム部品は主に半径
方向の円周の押出し圧力を受け、引張力がほとんどない。よって、ゴム部品は耐用期間が
長くなる。更に重要なのは、摩擦ホイールの回転数のピークが更に向上し、極高速運転の
場合にも中心軸及び摩擦ホイールの周期的滑りまたは過給システムの失効のおそれがない
。
【００３７】
　まとめて言うと、本発明による遊星歯車機構のあるサスペンションシャフトの遠心過給
機は発動機の出力及びトルクを向上する同時に、運転が高速段に達してからも顕著に装置
全体のドライブ精度及び増速比を向上でき、耐用期間が長く、搭載しやすく、放熱性能が
よく、騒音が低いので、特に各種のクランクシャフトシステムの発動機への搭載、及び排
気量が例として1.4L、1.6Lである自家用車及びファーム車などに適し、出力の向上、トル
クの増大及び排出の削減などで役に立つ。
【００３８】
　前記が本発明の実例だけであり、本発明を制限するものではなく、本発明の精神及び原
則の範囲にあるいかなる改訂、同等の交換または改善などの全部が本発明の範囲に属する
。
【符号の説明】
【００３９】
1…ドライブユニット  2…ファン昇圧ユニット  11…プーリー  12…遊星歯車機構  13…
摩擦ホイール組  14…サスペンション・スピンドル   21…キャビネット  22…軸方向の
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イントレット  23…半径方向のアウトレット 24…遠心羽根車グループ  25…軸方向の羽
根車グループ  201…太陽歯車  202…遊星歯車  203…ギアボックス  204…ドライブ・シ
ャフト  131…密封箱  132…摩擦ホイール  1321…ホイールコア  1322…弾性ゴムリング
 1323…ホイールセット

【図１】 【図２】
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【要約の続き】
間が長く、搭載しやすく、放熱性能がよく、騒音が低いという長所がある。
【選択図】図１
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